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＜患者様連絡事項＞

・飯豊　信雄様～左足首の掻痒感湿疹あり、湿疹見られている事からエルタシン軟膏1本処方となっています。１１月９日の主治医診察にて皮膚科診察に入れるかどうか確認してください。

· 田中　とみ様～下腹部の疼痛はないが、違和感継続しているとの訴えある事から、本日　　　　　　　クラビット（合成抗菌剤）（500）1Ｔ　1×朝　3日分（13日朝～）継続　　　　　　　処方となっています。又、本日尿検査も施行しています。

　　　　　　　　クラビットは１５日朝で飲みきり止めです。

· 石切　久　様～お正月の外泊希望あり。主治医は許可していますが、本人も初外泊であ　　　　　　　り大丈夫か心配されている部分もあります。本人の様子としては、幻聴　　　　　　　の訴えあり外泊について「自宅のテレビで、自分の事を言っていないか　　　　　　　確かめたい」との発言聞かれています。

　　　　　　　　　外泊の前に外出を行って見てはどうか？（外泊時の交通手段のバスの時刻の確認も兼ねて）本人と兄に提案しています。１２月に面会に来ると話されているので、外出、外泊について日程を調整していきましょう。又お正月はバスの時刻が変わる為、奥入瀬町からの行き帰りの時刻も含めて確認し、バスの時刻に無理があるようであれば、バスのダイヤが通常に戻ってからの外泊なども考えていただきましょう。

　　　　　　　　　

＜自己服薬管理患者様評価・検討＞

・出河　攻様、戸賀沢　潔様、山田　隆雄様自己服薬管理導入となっています。

　現在、問題なく実施する事出来ています。

＜川端Ｄｒ患者様　診察＞

・間木　静子様　　胸の辺りのもやもや感はあると話す。顔のほてりや汗も変わらず

　　　　　　　　　あると話されている。セディール止めて臨時薬処方となる。

　　　　　　　　　本人よりカウンセリングの希望あり、どのような効果を期待しているのか問われるが、はっきりした答えは無い為、心理スタッフとカウンセリングの説明を受ける事を前提として話しをすすめていくこととなる。

　　　　　　　　　又、夫の面会時　本人のいない所で逮捕された息子さん（次男様）のその後どうようになったか、確認するように指示あり。　　　　　　　　　

· 柳杭田　かつ子様　トイレに頻回に行くということから、浮腫も軽減したこともあり利　　　　　　　　　尿剤ラシックス止めとなる。　

・佐々木　葉子様　　夜間２回覚醒する事があると話している。以前は４時までは眠れていたと言うことです。寝つきは良いと話されている為、昼寝をしないようにし、それでも眠れなければ服薬調整していくことを説明を受けています。

・高森　敦子様　　　インフルエンザの予防接種受けるように勧められ本人も希望しています。接種できるかについては、明日確認予定。

　　　　　　　　　　今後は自宅へ退院を考えている為、外泊したいと希望あり許可となっている。

　　　　　　　　　　眠気とふらつきの訴えあり眠剤減薬　ネルボン10mg1Ｔ→5mg 1Ｔ

                    減薬となる。

・羽立　和子様　　　空笑、早朝覚醒ある為、臨時薬調整エビリファイ増薬となる。

　　　　　　　　　　予測指示のヘルベッサーは11/13で終了の指示あり。

・佐々木　淳様　　　やや軽躁状態である事指摘されている。肩の運動は続けるように

　　　　　　　　　　指示あり本人了承されている。

・曽我　正子様　　　腰臀部の痛みあり、アスモロール1袋処方となる。

　　　　　　　　　　お菓子を自己管理したいと希望あるが、まだ気分不安定となる事ある為ＮＳ管理とするように指示あり。

・戸賀沢　潔様　　　血糖高値の為、引き続き間食禁の説明を受ける。

　　　　　　　　　　外出は、家族付き添いならＯＫ。

・江刺家　陽輝様　　主治医より、母との面談結果伝えられている。

1 今後は、5000円の小遣い内で、洗剤、歯ブラシ等の日用品も購入してやりくりする事。

2 北病棟へ移動する事もあると考えられる為、金銭管理も必要である事。

3 母が、現在気分が不安定な状態である為面会に来れない事と、電話も自宅には掛けないようにして欲しいと話があった為、当面はしないようにすること。

4 自立し、一人で生活していくことを考えるように

の説明あり、本人了解されています。

みぞおちのあたりの痛みを訴えガスモチン継続処方となる。

又、昼寝はせず睡眠状態をみて、必要であれば眠剤も検討すると説明を受けています。

・下口　政子様　　　自分で変なこと(性的なこと)を考えおかしくなってしまうと話されています。幻聴もたまにあると話される。レキソタン　タスモリン

　　　　　　　　　　止めとなる。

・加賀谷　芙美子様　　心臓と呼吸が苦しいと訴えあり、診察を希望される。

　　　　　　　　　　　バイタル異常、血糖値の大きな異常は無い。「やっぱりわたしが

　　　　　　　　　　　思ったとおりの病気（ＡＩＤＳ）じゃないですか？」との発言あり　精神神経用剤ロナセン追加処方となる。

